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公 開 国際 シン ポ ジ ウム 『日本 経済 と
外 国人 労働 力』 をお え て 経済貿易研究所長
冨 岡 倍 雄
臼本経済が下降線 をた どりはじめた昨今で は,
外国人労働者 に関す る過熱 した議論 はやや下火に
なって きた よ うで ある。だが,こ れで 日本におけ
る外 国人労働者問題 は消失にむか う,と 考 えるわ
けにはゆ くまい。 日本 における労働力の逼迫,し
たが って外国人労働力の必要性,は もはや構造的
な性格の ものであって,緩 和 はあっても消失 はあ
りえない とみ られ るか らである。
昨年 の10月12日,経 済貿易研究所 は この問題 に
ついての国際 シンポジ ウムを開催 した。その とき
の開催趣 旨,パ ネ リス ト,コ メソテーターは以下
の とお りである。
1.開 催 の趣 旨
かつ て経済的繁栄 と人 口の集中を謳歌 した都市
が今 日で は廃嘘 と化 している事例は枚挙 にいとま
がない。人 口の集中が経済活動 に比例 し,人 がそ
の時代時代 の高雇用,高 所得 を約束す る地 を求め
て離合集散す るのは,け だ し,経 済の通則 とい う
ことができる。 とすれば,今 日世界有数 の経済活
動の中心地のひ とつ となった 日本 をめ ざして多 く
の人々が集 まって くるのは何人 も押 し止め えない
自然 の流れ とい う事がで きる。
しかし自然 の流 れであるか らと言って,そ れを
放置 しておいて よい とい うもので もない。人 口の
過度の集中 は一方 に過密,他 方に過疎を うみ,そ
れが さまざまな社会問題 の素因になることは明ら
かであ る。 また労働力の安易な導入は既存の技術
や労働環箋の もつ欠陥を隠蔽 し,そ の改善を妨 げ
る効果を もつ ことに もなる。
本 シソポジ ウムでは,日 本 の専門家の ほかに,
アジアにおいて他 国に労働力 を提供 してい る国h
か らも専 門家を招 いて,外 国人労働力が今 日の 日
本経 済において もつ意味 を,国 際的 な視野 か ら検
討 していきたい。 これが 日本における外 国人労働
者受 け入れにつ いてのあ りうべ き合理的 な方途 を
み いだ す ため の一 助 に なれ ぽ幸 いで あ る。
2.パ ネ リス ト
式 部 信 広 島県 立 大学 講 師
『国際 経 済研 究 と外 国人 労働 力 』
大 林 弘道 神奈 川 大学 教 授






モ ハ マ ド ナギ ザ デ 明治 学 院大 学 教授
『送 り出す 側 か ら見 た 海 外 労 働 力 移 動 一一一
日本,韓 国,イ ラ ンの 経験 』








シンポジ ウムは参加者各位 の御尽力 によって盛
会裡 に進行 し,数 多 くの重 要 な点 が あ きらかに
なった とおも う。 その内容 を研究所年報 の特集 と
して本号 に採録す ることに した。
問題 に理論面か ら接近 した式部氏は,外 国人労
働力問題 は正統派理論が取 りあつか うような単 な
る数量的な労働需給 の問題 ではな くて,国 内分業
の深化 ・拡大の問題sす なわち 「仕事構造」 の変
化 とい う質的構造的問題 ととらえるべ きことを
滑 らかな語 り口で指摘 した。「仕事 口」 の位階 性
は相対的 なものであ って,し たがってr下 位の仕
事 口」 はいつの世に もあ りうるものとすれ ぽ,外
国人労働力問題は,実 は,わ た したちがその もと
で生活 している経済構造 その ものの もつ問題 であ
り,そ の設計 にかかわ る問題 に通ず る,と い うこ
とにもなるのである。
同 じことを大林氏 は,中 小企業 を中心 とす る現
2 公 開国際 シ ンポ ジ ウム 『日本経 済 と外 国人労働力』 をお えて
状 の把握 を もとに して,綿 密 な論調で指摘 してい
る。外国人労働力の流入 こそが中小企業の経営を
な りたたせているのであって,こ の ことの もつ効
果の方が他のマイナスに作用す るとお もわれ る効
果 よりも大 きい,と い うのである。結論 として,
式部,大 林の両氏が ともに外 国人労働者 の受 け入
れが 日本 の労働市場を撹乱する可能性 はきわめ て
小 さい,と 断 じているのは収穫 である。大林氏 は
さらに,外 国人労働者の受 け入れは中小企業の技
術革新 を阻害 して はいない とい う貴重 な事実をあ
げ,ま た,外 国人労働力問題 の最終的解決 のひと
つが途上 国の経済発展にかか ってい る点 を指摘 し
て,・ ミトソを外国か らの参加者 にひきついだ。
フィ リピソか ら遠路 はるぽる参加 して くれた ピ
ネダ=オ フレネオ氏 は,問 題 を 「新 国際 労働 分
業」 と 「労働 の性別分業」 とい う視点か らとらえ
るスケールの大 きい議論 を展開 して くれた。問題
の解決 には労働力の受 け入れ国 と送 り出 し国 との
双方 の努 力 が必要で あ る としつつ も,と りわ け
フィリピンについて,土 地改革等の具体例をあげ
て 「確 固た る制度改革」 が不可欠 といいきったの
が印象的であった。
日本在住 の経済学者であ るナギザデ氏は,原 油
輸出収入 と出稼 ぎ外貨収入を 「国内生産活動 を伴
わ ない外部要因」 ととらえ,そ れが国際収支改善
に寄与す るどころかこれを悪化 させ ることさえあ
りうる,と い う。 そ して,国 際的所得格差 の平準
化 は,出 稼 ぎによって よりも,送 り出し国 自体の
経済発展 のみに よって実現で きる,と 断言す る。
興味深い ことに,最 近 日本政府はイランとの査証
免除協定を停止 したが,ナ ギザデ氏 は昨年 の10月
の段階で,こ の査証免除協定 は主 として 日本人の
イラン進 出のための ものであ るからむ しろ中止 し
た方が よい,と 提言 している。現場 に近 いところ
にいて初 めて可能 な発言 といえよ うか。
以上 のパ ネ リス トの発言 に対 して コメソテー
ターか ら も貴重 な コメソ トを頂 戴 した。後 藤 氏
は,出 稼 ぎ労働がその送 り出 し国に とって社会 の
統合に悪影響をおよぼ している例を,研 究調査で
滞在 した トルコでの経験 をもとにして指摘 した。
外国人労働者 の診療 にあたっている天明氏 は,外
国人労働者が労災保険 を知 らない こと,知 ってい
ても入管へ の通報をおそれて利用 しない こと,な
どの実際面 での矛盾を指摘 し,ア ジア人 に対 して
日本人がはたすべ き責任の大 きさを強 く主張 して
聴衆の感銘を よんだ。最後 に高橋氏 は,み んなが
嫌が る仕事 を分担す る 「共生社会」 とい う,実 践
活動 を通 じて獲得 したひ とつの到達 目標 を提示 し
た。
時間 が十 分 で はなかったが質疑 応答 もかわ さ
れ,充 実 した半 日であった とおも う。 くりかえし
てい うが,外 国人労働老 の受け入れが 日本の労働
者 の雇用悪化 を もた らす 可能性 は きわ めて少 な
く,技 術革新 を阻害す ることもない こと,労 働者
の海外出稼 ぎは送 り出 し国に とってはむ しろマイ
ナスに作用 しうること,そ の出稼 ぎをな くすため
には送 り出 し国の経済発展が必要であ ってそのた
めの国際協力 が必要 であること,そ してなによ り
も,低 位の 「仕事 口」 の存在がつね に不可避的で
ある とす るならぽ,そ れを分担 してゆ くシステム
の開発が必要である こと,な どがあきらかになっ
た ことが大 きな収穫で あった。
シソポ ジ ウムが成功裡 におわ った ことに対 し
て,参 加者各位 にお礼 を申しあげたい。 また,シ
ソポジウム開催 のための実行委員会に所外か ら参
加 して くださった方hに もお礼を申しあげる。 と
りわ け,天 明氏を御紹 介 くだ さ り,実 現 は しな
かったがタイか らのゲス トを御紹介 くだ さ り,そ
の他種hの 御助言をたまわ った法学部 の野沢浩教
授,な らびにR.ピ ネ ダ ・オフレネナ教授 を御紹
介 くださ り,そ の接遇に も多大の労を とって くだ
さった外国学部の加納善子助教授,お よび通訳を
かっていただいた外国語学部石黒敏 明助教授 にあ
つ く御礼を申しあげて この稿 をおわ りとす る。
